
 

 

 

 

 

 

 食性 ・雑食性だが、主に植物を食べる。ドングリ、タケノコ、イモ、カキ、クリ、稲の

穂、クズの根、ミミズ、昆虫の幼虫などを食べる。 

 行動 ・昼夜を問わず、エサを求めて活動する。 

    ・行動範囲は 2～3㎢で、時期により広がりをみせる。定着と移動を繰り返す。 

    ・オスは単独、メスは群れを作る。 

 特性 ・嗅覚は犬とほぼ同じ。 

    ・非常に神経質で警戒心が強いが、一旦慣れると大胆不敵。 

    ・学習能力は高い。 

 

 

 

○集落の環境を整備する 

  ・家庭菜園や田畑の周りに野菜くずなどの生ゴミを捨てない。 

  ・収穫予定のないカキやクリなどは早めに撤去する。 

  ・稲のひこばえ（収穫後の根元から出る若芽）を放置しない。  

  ・山際や空き地の薮を刈り払う。 

   イノシシが生きるために必要なものは、「食べ物」と「安息できる場所」です。人間 

にとって不要な野菜くずなどの生ゴミや稲のひこばえ、熟して落ちたカキやクリも、 

立派な「エサ」、山際や空き地の薮は、身を隠せる「安息できる場所」になります。イ 

ノシシを引き寄せにくい集落になるよう、環境を整備しましょう。 

 

 

 ○イノシシを刺激しない 

  イノシシは臆病な動物なので、こちらから何もしない限り、突然おそってくることはあ

りません。見かけても、刺激を与えず、興奮させないことが大切です。 

 ○ゆっくりと後ずさり  

  もし近づいてきた場合は、あわてずにゆっくりと後ずさりしてください。急に動くと、

イノシシが驚いて、思わぬ事故につながることがあります。 
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イノシシの生態 

もし出会ってしまったら… 

イノシシを引き寄せないために 


